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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 22,434 △2.2 △632 ― △788 ― △974 ―

21年3月期第3四半期 22,949 ― △918 ― △1,103 ― △1,829 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △38.95 ―

21年3月期第3四半期 △79.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 20,892 2,663 12.7 106.50
21年3月期 25,359 3,590 14.2 143.55

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  2,663百万円 21年3月期  3,590百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 8.2 260 ― 30 ― 10 ― 0.40
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合
があります。 
なお、上記予想に関する事項については、3ページ「3.連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 25,015,532株 21年3月期  25,015,532株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  4,835株 21年3月期  4,634株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 25,010,788株 21年3月期第3四半期 23,094,644株
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 当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部の景況感に改善が見られるなど最悪の状態は脱したもの

の、個人消費は相変わらず低迷しており依然として厳しい状況にあります。当社グループの営業地域である東北地方

でも深刻な経済状態が続いており、平成21年4月から12月までの住宅着工戸数は前年比24.6％減の31千戸となりまし

た。 

 このような状況の中で当社グループは、戸建事業においては新商品「SMART STYLE C」の発売、“エコ”と“デザ

イン”をテーマにした「ウチ・コレ発表会」の開催、リフォーム事業においては「エクステリア謝恩フェア」、「住

まいるリフォームキャンペーン」等の営業施策を実施する一方、従来は子会社が担当していた木質パネル工法以外の

木造軸組工法の販売を、本社内に専任部署を立ち上げた上で大幅に増員し営業の拡大をはかってまいりました。しか

しながら、当社グループの主力である戸建事業における市場縮小の影響が大きく、売上高は224億34百万円（前年同

期比2.2％減）、営業損失は6億32百万円（前年同期は9億18百万円の損失）、経常損失は7億88百万円（前年同期は11

億3百万円の損失）、四半期純損失は9億74百万円（前年同期は18億29百万円の損失）となりました。 

 当第3四半期連結累計期間のセグメント別の業績は次のとおりであります。 

①戸建事業 

 戸建事業は、売上高177億82百万円（前年同期比4.9％減）、営業損失8億75百万円（前年同期は12億70百万円の損

失）となりました。 

②リフォーム事業 

 リフォーム事業は、売上高39億26百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益2億24百万円（前年同期比12.6％減）と

なりました。 

③不動産派生事業 

 不動産派生事業は、売上高4億31百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益21百万円（前年同期比38.9％減）となり

ました。 

④保険代理店事業 

 保険代理店事業は、売上高55百万円（前年同期比19.8％減）、営業利益44百万円（前年同期比18.5％減）となりま

した。 

⑤その他事業 

 その他事業は、売上高3億円（前年同期比183.7％増）、営業損失11百万円（前年同期は42百万円の利益）となりま

した。 

  

  

 当第3四半期連結累計期間末の総資産額は208億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ44億66百万円減少いたし

ました。主な要因は、現金預金の減少4億68百万円、受取手形・完成工事未収入金等の減少4億54百万円、たな卸資産

の減少32億91百万円等によるものであります。 

 負債総額は182億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ35億39百万円減少いたしました。主な要因は、工事未

払金の減少24億50百万円、短期借入金の減少16億94百万円、未成工事受入金の増加11億3百万円等によるものであり

ます。  

  

  

 平成21年11月6日に公表しました業績予想から修正は行っておりません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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 該当事項はありません。  

  

  

 当社グループは、前々連結会計年度および前連結会計年度において、営業損失、経常損失、当期純損失を計上

したことに続き、当第3四半期連結累計期間においても、営業損失、経常損失、四半期純損失を計上しており、

これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

 当社グループは当該状況を解消すべく、前連結会計年度より実施している不採算営業拠点の撤退、減損処理も

含めた大幅な固定費削減、管理部門の本部集中化などコスト削減を実施しております。これらの経費削減等に伴

い、当連結会計年度の損益分岐点売上高は前連結会計年度と比較して、大きく引き下げられております。 

 しかしながら、当連結会計年度における新設住宅着工戸数は、前年同期の低水準をさらに下回り、当第3四半

期連結会計期間において、期初計画を下回る実績となりました。その不足分を補うため、従来、子会社が担当し

ていた低価格商品の販売に注力、本社内に専任部署を立ち上げ販売力強化に取り組んでおります。また、資産活

用事業やリフォーム事業に人員をシフトすること等、周辺利益の確保に努めております。 また、グループ会社

の協力や取引先と協議の上なお一層のコスト削減を実施し、早期の業績の改善をはかってまいります。 

 さらに、分譲事業においては、新規着工の抑制をはかりながら、前連結会計年度から実施した低価法の採用に

より、従来以上に弾力的な販売戦略を選択することが可能となっていることから計画通りの在庫水準の圧縮を進

めております。取引先金融機関と良好な取引関係を維持しつつ、在庫圧縮により生じたキャッシュ・フローによ

り借入金の返済を進め、財務基盤の安定をはかってまいります。 

 

 このように、上記の既に実施している施策を含む効果的かつ実行可能な対応を行うことにより、継続企業の前

提に関して重要な不確実性は認められないものと判断しております。 

 

 なお、文中の将来に関する事項は、現時点において当社が合理的であると判断したものであります。 

 

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（４）継続企業の前提に関する重要事象等
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,513 3,981

受取手形・完成工事未収入金等 86 540

たな卸資産 10,278 13,569

その他 602 766

貸倒引当金 △14 △33

流動資産合計 14,465 18,823

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,935 2,935

その他（純額） 2,092 2,232

有形固定資産計 5,027 5,167

無形固定資産 35 37

投資その他の資産   

投資有価証券 661 687

その他 844 784

貸倒引当金 △141 △140

投資その他の資産計 1,364 1,331

固定資産合計 6,427 6,535

資産合計 20,892 25,359

負債の部   

流動負債   

工事未払金 1,868 4,318

短期借入金 10,036 11,730

未払法人税等 106 60

未成工事受入金 2,457 1,354

賞与引当金 109 183

完成工事補償引当金 71 93

その他 1,662 2,640

流動負債合計 16,311 20,381

固定負債   

長期借入金 894 342

退職給付引当金 374 352

役員退職慰労引当金 67 82

その他 580 609

固定負債合計 1,917 1,386

負債合計 18,228 21,768

- 5 -

平成22年3月期第3四半期決算短信(1907) 東北ミサワホーム㈱



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,178 4,178

資本剰余金 2,720 2,720

利益剰余金 △4,213 △3,239

自己株式 △1 △1

株主資本合計 2,682 3,656

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △19 △66

評価・換算差額等合計 △19 △66

純資産合計 2,663 3,590

負債純資産合計 20,892 25,359
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 22,949 22,434

売上原価 19,136 18,900

売上総利益 3,812 3,533

販売費及び一般管理費   

従業員給料手当 1,746 1,576

賞与引当金繰入額 82 72

役員退職慰労引当金繰入額 9 7

貸倒引当金繰入額 0 0

完成工事補償引当金繰入額 77 17

その他 2,816 2,491

販売費及び一般管理費合計 4,731 4,166

営業損失（△） △918 △632

営業外収益   

受取利息 9 8

受取配当金 11 9

受取賃貸料 25 25

その他 65 56

営業外収益合計 112 100

営業外費用   

支払利息 281 243

その他 15 11

営業外費用合計 297 255

経常損失（△） △1,103 △788

特別利益   

固定資産売却益 10 －

投資有価証券売却益 11 －

貸倒引当金戻入額 － 15

その他 2 －

特別利益合計 25 15

特別損失   

たな卸資産評価損 619 －

固定資産除却損 － 32

投資有価証券評価損 － 66

その他 117 24

特別損失合計 736 123

税金等調整前四半期純損失（△） △1,815 △895

法人税、住民税及び事業税 21 92

法人税等調整額 △7 △14

法人税等合計 13 78

四半期純損失（△） △1,829 △974
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 6,619 5,959

売上原価 5,681 5,078

売上総利益 937 880

販売費及び一般管理費   

従業員給料手当 751 575

役員退職慰労引当金繰入額 4 3

貸倒引当金繰入額 － 0

完成工事補償引当金繰入額 32 3

その他 1,034 713

販売費及び一般管理費合計 1,824 1,295

営業損失（△） △886 △415

営業外収益   

受取利息 3 2

受取配当金 1 2

受取賃貸料 11 8

その他 15 18

営業外収益合計 32 32

営業外費用   

支払利息 98 76

その他 4 4

営業外費用合計 103 80

経常損失（△） △957 △464

特別利益   

固定資産売却益 10 －

貸倒引当金戻入額 5 6

その他 0 －

特別利益合計 16 6

特別損失   

投資有価証券評価損 89 61

その他 8 34

特別損失合計 97 96

税金等調整前四半期純損失（△） △1,038 △553

法人税、住民税及び事業税 7 24

法人税等調整額 7 8

法人税等合計 14 33

四半期純損失（△） △1,053 △587
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,815 △895

減価償却費 173 181

負ののれん償却額 △4 △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） △128 △74

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 7 △22

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12 △15

受取利息及び受取配当金 △21 △17

支払利息 281 243

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 89 66

固定資産処分損益（△は益） 6 32

たな卸資産評価損 931 423

売上債権の増減額（△は増加） 487 454

営業貸付金の増減額（△は増加） △7 169

たな卸資産の増減額（△は増加） △760 2,870

仕入債務の増減額（△は減少） △1,944 △2,853

未成工事受入金の増減額（△は減少） △86 1,103

その他 △172 △307

小計 △2,952 1,356

利息及び配当金の受取額 21 17

利息の支払額 △280 △230

法人税等の支払額 △98 △48

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,309 1,095

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △147 △71

有形固定資産の売却による収入 33 －

投資有価証券の売却による収入 12 －

その他 33 △66

投資活動によるキャッシュ・フロー △67 △138

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,376 △1,694

長期借入れによる収入 270 1,000

長期借入金の返済による支出 △1,601 △731

その他 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 44 △1,425

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,333 △468

現金及び現金同等物の期首残高 4,367 3,981

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,181 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,215 3,513
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 事業区分の方法 

販売方法及び商品の存在形態の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分別の主要な商品等は次のとおりであります。 

３ 会計処理の方法の変更 

  (MGにおける会計処理方法の見直し) 

  定性的情報・財務諸表等 ４．その他（３）四半期連結財務諸表作成にかかる会計処理の原則・手続、表示

方法等の変更に記載のとおり、第1四半期連結会計期間より、MGの内部統制強化の一環として、MG内におけ

る会計処理方法が見直され、更なる統一が図られました。これに伴い当社も以下のとおり会計処理を変更し

ております。従来、営業外収益として計上しておりました保険代理店手数料収入及び事務代行等手数料収入

は、売上高として計上することとしました。また従来、販売費及び一般管理費として計上しておりました建

築確認申請代行費用は、売上原価として計上することとしました。これらの変更に伴い、従来の方法によっ

た場合に比べて、当第3四半期連結累計期間の営業利益が保険代理店事業で68百万円、不動産派生事業で39

百万円、それぞれ増加しております。 

  (棚卸資産の評価に関する会計基準) 

  定性的情報・財務諸表等 ４．その他（３）四半期連結財務諸表作成にかかる会計処理の原則・手続、表示

方法等の変更に記載のとおり、第1四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計

基準第９号 平成18年７月５日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ

て、当第3四半期連結累計期間の戸建事業の営業損失が1億45百万円増加しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
戸建事業 
(百万円) 

リフォー
ム事業 
(百万円)

不動産
派生 
事業 

(百万円)

保険代理
店事業 
(百万円)

その他
事業 

(百万円)

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円)

売上高                                         

(1）外部顧客に対する売上

高 
 18,692  3,745  420  69  20  22,949  －  22,949

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  －  －  －  85  85 (85)   －

計  18,692  3,745  420  69  106  23,034 (85)   22,949

営業利益または営業損失(△)  △1,270  256  34  55  42  △881  (37)  △918

事業区分 主要商品及び事業内容

戸建事業 

木質及びセラミック住宅の建築請負 

土地付分譲住宅の販売及び施工 

土地付注文住宅の販売及び施工 

分譲宅地の販売 

リフォーム事業 増築・リフォーム工事等 

不動産派生事業 

建築確認申請業務 

不動産仲介 

中古不動産売買 

賃貸住宅の管理 

保険代理店事業 保険代理店業務 

その他事業 

特殊建築物の建築請負 

固定資産のリース 

金融事業 

住宅設備・家具等の販売 

- 10 -

平成22年3月期第3四半期決算短信(1907) 東北ミサワホーム㈱



４ 事業区分の変更 

事業区分の方法については、従来、事業の種類・性質の類似性の観点に基づき４区分としていましたが、

「その他事業」に含めて表示していた保険代理店事業の全セグメントに占める割合が高くなったため、第2

四半期連結会計期間より、保険代理店事業をその他事業から分離することとしました。 

この結果、従来の方法と比較して当第3四半期連結累計期間の売上高は、保険代理店事業で69百万円増加

し、その他事業で69百万円減少しております。また、営業利益は保険代理店事業で55百万円増加し、その他

事業で55百万円減少しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 事業区分の方法 

販売方法及び商品の存在形態の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分別の主要な商品等は次のとおりであります。 

  

 前第3四半期連結累計期間および当第3四半期連結累計期間における、本邦以外の国又は地域に所在する連結子

会社、在外支店はありません。 

  

  

 前第3四半期連結累計期間および当第3四半期連結累計期間については、海外売上高がないため、記載すべき事

項はありません。 

  

  
戸建事業 
(百万円) 

リフォー
ム事業 
(百万円)

不動産
派生 
事業 

(百万円)

保険代理
店事業 
(百万円)

その他
事業 

(百万円)

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円)

売上高                                         

(1）外部顧客に対する売上

高 
 17,782  3,926  431  55 238  22,434  －  22,434

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  －  －  －  62  62 (62)   －

計  17,782  3,926  431  55  300  22,496 (62)   22,434

営業利益または営業損失(△)  △875  224  21  44  △11  △597  (35)  △632

事業区分 主要商品及び事業内容

戸建事業 

木質及びセラミック住宅の建築請負 

土地付分譲住宅の販売及び施工 

分譲宅地の販売 

リフォーム事業 増築・リフォーム工事等 

不動産派生事業 

建築確認申請業務 

不動産仲介 

中古不動産売買 

賃貸住宅の管理 

保険代理店事業 保険代理店業務 

その他事業 

特殊建築物の建築請負 

固定資産のリース 

金融事業 

住宅設備・家具等の販売 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

- 11 -

平成22年3月期第3四半期決算短信(1907) 東北ミサワホーム㈱



  

 該当事項はありません。 

  

（１）受注状況 

 当第３四半期連結累計期間における事業の種類別セグメントごとの受注状況は次のとおりであります。 

 （注）１ 不動産派生事業、保険代理店事業については、受注を伴う事業ではないため記載しておりません。 

     ２ 上記金額に消費税等は含まれておりません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報

事業の種類別セグメントの名称
期中受注高
（百万円） 

前年同四半期比
（％） 

期末受注残高 
（百万円） 

前年同四半期比
（％） 

戸建事業  17,038  76.0  8,741  70.0

リフォーム事業  3,750  104.5  399  116.9

その他事業  223  －  －  －

合計  21,013  80.8  9,141  71.3
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